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ポール・オーディ 哲学者 

笠木丈      甲南大学文学部          非常勤講師 

笠松和也     九州大学大学院人文科学研究院   日本学術振興会特別研究員 PD 
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＊＊＊＊編集後記＊＊＊＊ 

本年度の研究室紀要は、通常の公募論文および研究ノート

に加え、2023 年度に京都大学で開催された情感性研究会にお

ける発表を基にした「特集」が掲載され、非常に充実した内容

のものとなりました。 

ご寄稿いただきました執筆者の皆様、「特集」の編集作業に

ご協力くださった伊原木先生、そして各論考の査読を引き受

けていただきました編集委員の先生方には、この場を借りて

改めて御礼申し上げます。また、編集作業にご協力くださった

先輩方や友人達にも感謝いたします。 

 

       （松尾太陽・楠原涼平・WOO Byeongjaii 記） 
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